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設計者のみなさん｡ 
2次元CADについて､質問はありませんか｡ 

目的の操作を直感的に行えます｡ 

イメージデータを取り込めます｡ 

｢PDMACE｣ともスムーズに連携できます｡ 

3次元CAD｢SolidWorks®｣と 
双方向連携できます｡ 

多角的なチェック機能を備えています｡ 

手書き図面も簡単に電子化できるの?        

システムの規模はどれくらいから構築できるの？ 

3次元CADとの連携はどうなの?

HICAD/DRAFT 

「HICAD/DRAFT」は､設計者の道具に徹す
るすぐれた操作環境を実現｡ナビゲーション
機能の支援をうけながら､Windows®環境で
進められる直感的な操作が､あなたのイメージ
を具体化します｡ 

詳しい説明はP3～4で｡ 

｢HICAD/DRAFT｣は小規模システムから大規模システム
まで柔軟に対応｡イントラネット/インターネットを活用した
全国規模の運用から､部門や部署レベルのニーズにも

適応します｡　　　　　　　　　    　　　　　　　
　　 　　　　　　　　　　

詳しい説明はP9～10で｡ 

たとえば蓄積してある手書き図面も､スキャナを使い
イメージデータ化することで「HICAD/DRAFT」に取り
込めます｡しかも､イメージデータとして保存してある
図面も､「HICAD/DRAFT」に取り込むことが可能｡
つまり､設計資産を一元管理することができます｡ 　　　　　　　　　　  

詳しい説明はP5～6で｡ 

質問2

質問4

質問3

3次元CADとの互換性を持つ｢HICAD/DRAFT｣なら､すで
に3次元CAD ｢SolidWorks®｣を活用しているところにも､
これから導入しようとしているところにも､頼れるCADになる
こと請け合い｡双方向でデータ連携できるため､設計資産を
ムダなく共有できます｡ 
　　　　　　　　　　　　　詳しい説明はP7～8で｡ 

質問1
作業は本当にはかどるの?
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画面構成がWindows®環境になり､操作
性をより向上｡さらに､オブジェクト指向の
導入を実現したことで､直線･円弧などの
オブジェクトを直接選択して編集を行っ
たり､操作しやすい環境にカスタマイズ
することができます｡ 

質問1への詳しい解説｡ 

形状層､寸法･記号層､注記層､表層､
ユーザー層の5種類の層を用意｡それ
ぞれの層に対して､必要な組図だけを表示･
非表示したり､任意の設計部位を拡大･
縮小することができます｡ 

マウスの動きに応じて､図面の形状や
要素の点を把握し､補助線（水平･垂直）
を表示｡これにより､直角定規を使うよう
な感覚で､簡単に線を引くことができます｡
また､マウスがとらえている要素を色表示
したり､要素上の端点､交点､中点を◇､
×､□などのマークで表示できるため､より
確実な指示が可能です｡さらに､角度に
ついてもビジュアルに表示します｡ 

｢HICAD/DRAFT｣は､DXFの2004形式
までのデータを入出力できます｡さらに､
日立パーソナルCAD「GMM」との直接
コンバートや､IGES､JAMA-IS各規格の
図面とのコンバータも標準装備しています｡ 

｢HICAD/DRAFT｣は､従来バージョン
とも双方向の互換性を持っています｡
さらに､｢H ICAD/DRAFT/W｣や
｢HICAD/DRAFT/WX｣で設計された
図面についても＊､読み込み・書き込み
可能です｡ 
＊一部バージョンなどにより制限があります｡ 

「HICAD/DRAFT」では常に原寸で表
組みを画面表示します｡用紙サイズや
尺度の変更に関わらず､原寸のまま出図
が可能です｡ 

扱いやすい操作性により好評を得ている｢HICAD/DRAFT｣｡この

たび定評あるドラフティング機能をさらに強化し､業務の効率化を図り

ました｡Windows®ライクに進められる操作環境､直感的に作業できる

オブジェクト指向をはじめ､設計者を強力にサポートする機能を搭載｡

作図時間の短縮や既存データの有効活用など､うれしいメリットを 

お届けします｡ 

Windows®感覚の設計環境､ 
オブジェクト指向を導入した操作環境を実現｡ 
設計者の道具に徹する身近な2次元CADです｡ 

Windows®をベースにした 
操作環境を提供します｡ 

豊富な層を用意しています｡ 

サイズに左右されない 
表機能を備えています｡ 

ナビゲーション機能により 
作業を効率化します｡ 

豊富なコンバータで 
多彩なファイル形式に対応します｡ 

従来バージョンとの 
相互互換を実現します｡ 

ポップアップ表示 

直線定義の入力例① 

直線定義の入力例② 

要素情報の表示 

層情報の表示 

端点を始点として指示 

交点を終点として指示 

図面ファイル 

図面ファイル 図面ファイル 図面ファイル 

HICAD/DRAFT

GMM IGESDXF
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設計資産は手書き図面に代表される
イメージデータと､ベクタデータの2種類に
分けることができます｡｢HICAD/DRAFT｣
では､それらをひとつに統合することで､
さまざまな形態で保管されている資産を
統一管理します｡ 

質問2への詳しい解説｡ 

貴重な資産である手書き図面をスキャナ
で読み取り､HICAD図面として保存する
ことができます｡また､日立イメージファイ
リングシステム「HITFILE」などにイメージ
データとして蓄積されている図面に関し
ても､HICAD図面として保存可能です｡ 

イメージエディタ機能により､取り込んだ
イメージデータを編集･加工することができ
ます｡たとえば取り込んだイメージデータの
上にベクタデータの追記が可能です｡ 

HICAD図面はすべてイメージデータに
変換できます｡上記の手順でHICAD上に
取り込み・編集した図面も､再びイメージ
データに変換可能｡これにより､データの
改ざんを防止できるとともに､｢HICAD/ 
DRAFT｣以外のCADにデータを継承
することができます｡また､HICADで作成
した図面､取り込み・編集した図面は
双方ともプリンタやプロッタで出力する
ことが可能です｡ 

過去に作成してある手書き図面は､会社の貴重な資産です｡｢HICAD/DRAFT｣では､スキャナから
入力した図面を効率的に取り込み可能｡さらに､イメージデータとして保存してある図面についても､
同様に電子化できます｡これらの図面はHICAD上で編集でき､さらに印刷も行えるため､図面の電子
管理を一挙に実現｡これまで難しいとされてきたイメージデータとベクタデータの融合を可能にする
新時代CADです｡ 

HICAD図面で統一管理できます。 

イメージデータを取り込めます｡ 

HICADに取り込んだ 
イメージデータを編集できます｡ 

取り込み・編集した図面は 
すべてイメージデータ化できます｡ 

　　　

ベクタデータ管理 イメージデータ管理 手書き図面管理 

HICAD図面庫 

HICAD/DRAFT 光ファイリングシステム 手書き図面 

図面（F） 編集（E） 表示（F） オプション（O） アクセサリ（A） 

DRAFT for Winndows

,,,

HICAD/DRAFT

スキャナを通して 
イメージデータを取り込み 

イメージ取り込み 

＊1 手書き図面をスキャナで読み込みイメージデータにする必要があります。 
＊2 イメージデータとして取り込めるのは､TIFF､ビットマップ､JPEGの各データです｡ 
　  TIFF、JPEGファイルの入出力時には「カラーイメージライブラリ ランタイム」が必要です。 

導入効果は､資産の電子化にも現れる｡ 
手書きの図面＊1も､イメージデータ＊2も､HICADに取り込みOK｡ 

イメージデータの取り込み 

ベクトルデータもイメージデータ化して保存 
ベクタデータの追記 
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HICAD図面を3次元データに有効利用
できます｡これにより､たとえばスケッチ
形状はHICAD上で描き､そのデータを
｢SolidWorks®｣のスケッチャーに貼り
付けるなど､さまざまな利用方法が考え
られます｡ 

質問3への詳しい解説｡ 

HICAD図面のスケッチ形状を｢Solid- 
Works®｣のスケッチャーに貼り付ける
際のオプションを用意｡未接続･水平/
鉛直･要素重なりなどの形状チェック
機能､実寸化を行うための寸法出力､
未接続･重なり要素の一本化・角丸め/
面取りの除去などの自動成形を行うこと
により、モデル化を意識したデータ変換
を実現します｡ 

3次元CAD「SolidWorks®」で作図した
部品やアセンブリモデルから､ワンタッチ
でHICAD図面に変換できます｡このとき､ 
3次元上でモデル作成時に指定した寸法
も併せて出力｡HICAD図面化するに
あたり､用紙サイズの指定､尺度､図面
レイアウトの指定が行えるため､設計者の
必要とするHICAD図面が簡単に作成
可能です｡さらに､寸法を変更した際は
相互に反映され､両者の間で食い違い
がないよう処理することができます｡ 

2次元化､つまりHICAD図面化する際､
見やすい図面を配慮し､さまざまなオプ
ションを用意｡これにより､面図単位の
層別出力や寸法の自動整列､中心線
の自動付与など､製図規格に則った
図面化を実現します｡ 

寸法の過不足チェック､さらに複数の面図にまたがる寸法の過不足チェックなどにより､ 
ミスのない図面作成を支援｡検図後、形状の誤りを自動成形する機能も備えています。 

「HICAD/DRAFT」は､2次元の世界に留まっていません｡これから

の時代､3次元CADの重要性がさらに増していくと考え､最先端

の3次元CAD「SolidWorks®」との連携を実現｡2次元のデータ

は3次元へ､3次元のデータは2次元へ｡設計資産をムダなく活用

する双方向の連携により､新時代の設計環境を構築します｡ 

HICADの設計資産を 
3次元データに変換できます｡ 

図面のスケッチ形状を 
｢SolidWorks®｣に貼り付けられます｡ 

3次元データをHICAD図面に 
ワンタッチ変換できます｡ 

製図規格に則って 
HICAD図面化します｡ 

HICAD図面→3次元CADデータ化 3次元CADデータ→HICAD図面化 

2次元と3次元で設計資産を共有化｡ 
3次元CAD｢SolidWorks®｣とシームレスに連 携できる設計環境を実現｡ 

さらに詳細なチェック機能を 
用意しています｡ 

HICAD図面 

スケッチ 
取り込み 

モデルデータ 

HICAD図面化 

モデル化 
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｢HICAD/WWW Gateway｣の利用に
より､イントラネット/インターネット環境を利用
した設計環境を構築可能｡これにより､
コスト性を配慮した全国規模のシステムが
実現します｡たとえばクライアントはインター
ネットに接続された著名なWWWブラ
ウザから､図面庫にアクセスさえすれば､
全国の拠点から図面を閲覧でき､設計
環境がひろがるのは確実です｡ 
＊閲覧するためのビューイングソフト    
   HICAD/VIEWERを用意しています｡ 

質問4への詳しい解説｡ 

全国にまたがる拠点を結び付けたい｡製造工程全体と直結した設計環境が欲しい｡設計に特化した
システムを構築したい…｡こうした規模に対するご希望におこたえするのが､HICADシリーズ｡イン
トラネット/インターネットの利用やPDMとの連携など､幅広いシステム構築でみなさまのニーズに
きめ細かく対応します｡ 

イントラネットを利用した 
システム構築が可能です｡ 

日立エンジニアリング情報統合システム 
｢PDMACE｣などのPDM製品の活用に
より､図面や設計ドキュメントを一元管理｡
これにより各セクションにおいて､設計
情報の共有､活用がスムーズかつ迅速
に行え､総合的な設計情報管理環境の
構築を支援します｡ 

PDM製品で情報の 
一元管理が可能です｡ 

「HICAD/サーバ for Windows NT」を
利用することにより､Windows NT®サーバ
を図面庫として利用できます｡UNIX
ワークステーションだからできた図面庫
機能をパソコン上で実現｡さらに､図面庫の
バックアップなどを自動処理でき､業務の
効率化を実現します｡クライアントには､
「H ICA D/DR A F T」はもちろん､
「 H I C A D / D R A F T / W 」や
「HICAD/DRAFT/WX」も適用できる
など､柔軟性も特長のひとつです｡ 

Windows®環境で 
図面庫機能を実現します｡ 

大規模システムも､小規模システムもおまかせください｡ 
必要に応じて､柔軟に対応するのがHICADの自慢です｡ 

イントラネット/ 
インターネット環境 

HICAD/DRAFT

HICAD図面庫 

HICAD/サーバ 

HICAD/DRAFT/ 
W,WX

HICAD/DRAFT

HICAD/DRAFT

PDMACE/ 
Server

HICAD図面庫/ 
設計文書管理DB

HICAD/DRAFT/ 
W,WX

WWWブラウザ 
HICAD/VIEWER

HICAD図面庫 HICAD/WWW 
Gateway

HICAD/サーバ 




